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ChatGPTを活用した日本語コーパス文生成の基礎検討

石川 真大1,a) 小田 恭央2,b) 森勢 将雅1,c)

概要：テキスト音声合成の研究では大量の音声データが必要であり，同じ話者が安定した声質で発話する
ことが重要であることから，コーパス文の朗読が実施されている．ここで，例えば読みやすさ等を加味し，
利用する音声合成タスクに適したコーパス文を柔軟に構築することができれば，合成音声の品質向上に寄
与すると考えられる．本研究では，ChatGPTを利用することで条件に沿った文を作成し，朗読用のコー
パスとして利用するための基礎検討を実施した．本稿では，主に文字数，含めるべきモーラ，読みやすさ
を条件としてコーパス文を作成できないか検討し，ChatGPTを利用する有効性について議論する．

1. はじめに
1.1 研究の背景と目的
統計的パラメトリック音声合成 [1] によるテキスト音
声合成（Text-to-Speech; TTS）は，数百文程度のクリー
ンな発話音声から，人と等価ではないものの聞き取るこ
とに十分な明瞭度を持つ音声合成を実現していた．現在
は Deep neural network (DNN) に基づく方法が主流であ
り，WaveNet [2]が提案された後に品質が大幅に向上した．
2018年に提案された Tacotron 2 [3]では，人間と等価な音
質のテキスト音声合成を達成したものの，学習データ量が
数十時間要求するようになっている．このように，最新の
テキスト音声合成では音声データの質に加え量が重要であ
り，音声認識のように多数の話者ではなく，1名の話者が
安定した声質で十分な量の発話をすることが望ましいとさ
れている [4]．
日本語TTSで用いられる音声データは，自由会話ではな

く特定の文をまとめたコーパスを朗読することが一般的で
ある．その際，統計的パラメトリック音声合成が主流の時
代では，503文から構成される ATR音素バランス文 [5]が
利用されていた．類似したコーパスでは，音素バランスが
調整された 100文からなる声優統計コーパス [6]が提案さ
れている．利用するためのライセンスに着目し，パブリッ
クドメインで利用できる音素バランスを勘案したコーパス
では，筆者らが構築した ITAコーパス [7]が存在する．日
本語の TTSでは，音素バランス等の条件を与えたコーパ
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スが利用されてきたといえる．
2010年代の後半からは DNNによる TTSが主流になり

つつあり，それに伴い学習に必要なデータ量も増大してい
る．既存のコーパスでは十分な量を確保することは困難と
なったため，新たなコーパス作りに対する需要が生まれ
ることとなった．JSUT [8]では，BASIC5000と呼ばれる
5,000文からなる大規模なコーパスを含んでおり，常用漢
字と読みを含むという音素バランスとは異なる条件を満足
している．ROHANコーパス [9]は BASIC5000と同様に
常用漢字を含む性質を持ちつつ，「キェ」など日本語では出
現する確率の低いモーラを含む 4,600文から構築される日
本語コーパスである．大規模なコーパスは日本語のみなら
ず英語でも存在しており，代表的なものとして LJSpeech

[10]や LibriTTS [11]が提案されている．LJSpeechはパブ
リックドメインであるため誰でも自由に利用できるという
利点があり，これは ROHANコーパスや ITAコーパスも
同様である．利用ライセンスの設定は，幅広いユーザに利
用してもらうためにも重要である．

1.2 関連研究と本研究の位置づけ
本研究では，大規模なコーパスの構築には時間がかかる

ことに対応するため，GPT (Generative Pre-trained Trans-

former)を用いた日本語コーパスの作成について基礎的な検
討を行う．関連する研究として，自動コーパス生成 [12], [13]

やWebコーパス [14]の提案がすでになされている．本研
究は，テキスト音声合成に向けたコーパスであり話者が朗
読することを前提としている点でコンセプトが異なる．具
体的には，文の長さや量，含まれるモーラの種類等をどの
ように調整したコーパスにするかが課題設定である．この
ようなコーパスの質に関する条件を満たす文を ChatGPT
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図 1 生成した 50 文の長さに関するヒストグラム．

により生成することにより，コーパス文生成におけるユー
ザのコストを抑制することが本研究の狙いである．本発
表では，まずは小規模なテストとして 100文を対象とし，
コーパス文生成において必須の条件となるモーラ，文の長
さ，文の数を指定する入力条件の検討及び，読み上げやす
いコーパス文の生成について報告する．

2. GPT-3.5を用いたコーパス生成
2.1 コーパス作成における条件
生成するコーパス文の条件は日本語のモーラをある程度

バランス良く含んだ 15～25文字の 100文と設定し，発話
者の読み上げやすさに配慮したコーパス文の作成を目指し
た．使用した OpenAIの GPT-3.5 defaultは，一度の質問
に対する生成の最大文字数に 2,048文字という制限があり，
一度に 100文全てを生成する事は出来ない．そこで，条件
を分割することで文字数制限に影響することなく生成する
ことを目指した．
字数や特定のモーラに関する条件の指定は，比較的簡単

に評価が可能である．一方，読みやすさについては発話者
個々人による影響も存在する可能性があり [15]，条件を満
足しているかの判断は容易ではない．それでも発話しやす
さは朗読させることを考えると重要な条件であることか
ら，具体的な評価はしないものの検討項目には入れること
とした．

2.2 生成に向けた入力条件の検討
はじめに，文を構成するモーラ数に関する指定方法をテ

ストすることとした．文の長さの単位としてはモーラが適
切と考えられるが，モーラの指定では条件を満たさないも
のが多かったことを鑑み，本稿では文字数を対象としてい
る．「20文字以下」という条件を指定し 50文生成した結果
のヒストグラムを図 1に示す．この条件で生成されたモー
ラ数は文字数と厳密には一致しないが，漢字を含むため文
字数はモーラ数よりも少なくなることが想定される．しか
しながら，生成された 50文のうちモーラ数が 20以下であ
る文は 15文であり，過半数の文では文字数を指定しても
条件が満たされないことが確認された．
次の検討として，発話者の読みやすさに配慮するため，

入力条件に用いるキーワードについて 2つテストを実施し
た．まず「簡潔な」というワードを用いた結果，図 2に示

図 2 字数と「簡潔な」をキーワードに文を生成した結果．字数の条
件を満たしていないことが確認できる．

図 3 「適切な文体」をキーワードに生成した結果．ですます調の文
が生成されているが，字数については上限・下限の範囲を超え
たものも含まれる．

すとおり 15～25文字を指定しているにも関わらず，指定さ
れた字数よりも短い文を生成していることが確認できる．
指定する条件によっては文字数の条件と衝突する可能性が
考えられるため，異なる条件として「適切な文体の」で検
証を進めた．「適切な文体」の場合，文体の種類について記
載されており，モーラ数については上限・下限の範囲を超
えた文が生成されていることが確認できる．なお，筆者に
よるアンオフィシャルな発話テストではこの条件を指定す
ることが読みやすさに寄与するとは言い難く，この条件は
読みやすさの制御には適切とは言い難いと考えられる．
最後の検討として，ROHANコーパス構築時に特定モー

ラを含めるという条件を設定していたことに倣い，拗音と
濁音を全て網羅できるかの検証を実施した．具体的には，
「50音と拗音のパターンを全て使って」や「濁音，半濁音と
拗音の組み合わせを全て使い」などの条件で生成を試みた．
これは，1文で特定の 1モーラを加えるような条件では，
多数の文を構築するためには多数の条件を設定しなければ
ならないためである．今回は「濁音，半濁音と拗音の組み
合わせを全て使い」という条件に加え「以下の制約に従っ
て生成」と続けて必要条件を箇条書きで「15～25文字，35

文，あ～そ を使う」のように追加することとした．ただ
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し，これでも全てのモーラの出現を満足することはできな
かったことから，1回で全文を生成するのではなく，濁音，
半濁音の条件を除いた「拗音を全て使って」に絞って生成
することとした．この条件でも指定した全てのモーラが含
まれる文が生成されなかったため，最終的には手動で特定
モーラを含む単語に入れ替える等の作業が必要であった．

2.3 生成されたコーパス文の例
ここまでの検討に基づき，入力条件「拗音を全て使って

20文字以下の文を 50作文」により生成されたコーパス文
を図 4に示す．一度に生成する文は 50文，1文を構成する
文字数は 20以下としている．得られた文から使用してい
るモーラのリストを構築し，不足しているモーラについて
図 5に示す条件を与え再度生成した．字数の条件は，50文
生成された時点での文字数の情報をまとめ，そこから幅を
持たせるように設定している．また，必要なモーラを全て
指定し，モーラの数を十分に得られるような文の量につい
て条件を与えた．ここまでの自動生成によって，ROHAN

コーパスのように日本語ではほぼ出現しない一部のモーラ
を除き，幅広いモーラをカバーしたコーパス文を構築する
ことが可能であった．本稿では，コーパス文の読みやすさ
等の評価は実施しておらず，次節で定性的な評価により有
効性を議論する．

3. 有効性に関する議論
3.1 コーパス文生成の可能性
一度に大量の文を生成することは難しいものの，50文
程度であれば同時に生成できることが確認できた．その際
に，文字数指定等は条件を満たさない文を生成する可能性
があるものの，入力方法の工夫によりある程度条件を揃え
た文を作れる可能性が示された．読みやすさについては評
価していないものの，アンオフィシャルな発話のテストで
は既存のコーパスと比較して特段読みにくさは生じなかっ
た．プロであればある程度難読であっても滑らかに発話で
きる可能性があるため，発話訓練を受けていないアマチュ
アによる評価が必要になるだろう．
生成された文の著作権の扱いについては現時点で決めら

れないものの，生成 AIによる生成結果に著作権を認めな
い場合は，自動的にパブリックドメインのコーパス文とな
る．ROHANコーパスのように全文を手動で作文する手間
と比較すると，ChatGPTにより生成した結果を手動で修
正する方がコストは少なく抑えられると考えられる．現時
点で妥当な入力条件を得ているとは言い難いため，条件を
厳密に満たす適切な入力条件について検討することは今後
検討する必要がある．現状では手作業での修正が必要があ
るが，全てを作文することと比較すると修正元となる文が
あることは作文のコストをある程度抑制できていると考え
られる．

図 4 最終的に使用した入力条件と生成結果

3.2 生成が難しい条件
今回はまだ基礎検討レベルであるが，現時点で生成が難
しいケースもいくつか確認されたので紹介する．初めに，
「ァ，ィ，ゥ，ェ，ォ」を捨て仮名として発音できる文の生
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図 5 一度目の生成に対する不足しているモーラの補完

成が挙げられる．ただし，テキスト音声合成に利用するこ
とを前提とすると，現状の日本語テキスト音声合成は音素
系列を入力としていることから，コーパス文も音素系列で
表現できる文で構築することが望ましい．したがって，音
素系列に変換することが容易であるモーラ単位で入力条件
で指定して生成することが可能であれば，この問題は考慮
しなくても良いと考えている．
もう 1つは，文字数の制限や使用する文字を入力条件と

して与えたとしても，条件を満たさない文が生成されるこ
とである．今回の試行では，文を構成するモーラ数の条件
を字数で指定したものの，条件を満たしていない生成結果
が多々存在し，コーパス文に特定のモーラを含めるための
条件についても同様の傾向が認められた．この問題は，指
定する条件を工夫することで解決することも可能である
が，生成結果を手動で調整することでも解決できると思わ
れる．

3.3 残された課題
今回のコーパス文生成については，読みやすさや音素バ

ランスについての評価を実施していない．テキスト音声合
成への利用を考えると，訓練を受けたプロの発話者による
発声による読みやすさの評価，音素バランスの評価，テキ
スト音声合成システムとして利用した結果の合成音声の
品質の評価等を実施し，総合的に妥当性を判断する必要が
ある．音素バランスについては，ROHANコーパスでは考
慮しているものの JSUTの BASIC5000では考慮しておら
ず，近年の End-to-Endを目指した方式においてどこまで
考慮すべきかは定かではない．音素バランスを意識して読
みやすさが損なわれるデメリットと，音素バランスを重視
せず特定の組み合わせが出現しないデメリットのどちらが
より大きな問題であるかは今後検討する必要がある．
本報告では，OpenAI の GPT-3.5 を使用した際の入力
条件の検討及び問題点について言及しているが，これらの
課題は GPT-4 を使用することで解決する可能性もある．
GPT-4の性能は一般に GPT-3.5よりも優れているとされ
ているが，コーパス文生成のようなタスクにおいて有効で
あるかについては現時点では検討が十分とは言い難い．今
後は，GPT-4を前提に入力条件を検討し，手動での修正を
減らしたコーパス文生成に取り組むことも必要である．

4. おわりに
本稿では，ChatGPTを用いてコーパス文を作成するた

めの基礎検討を実施した結果を報告した．ある程度の条件
を満たした文の生成自体は可能であるものの，生成結果が
条件を満たさないこと等の問題があるため，手動で修正す
ることや入力条件を調整することが必要になると考えられ
る．生成された文の読みやすさについては，本手法で構築
したコーパスを実際に発話させることで検証することが必
要になる．
今回のテストはGPT-3.5により実施しているため，これ

をGPT-4にすることで状況が変化することは考えられる．
したがって，今後は GPTのバージョンにより生成される
コーパス文にどのような変化が生じ具体的な発話のしやす
さに影響するかなど，コーパス文そのものの評価を行うこ
とを予定している．そのためには，コーパス文に対する適
切な評価指標を策定することが重要である．加えて，テキ
スト音声合成への利用が目標であることから，合成音声の
品質によりコーパスの量・質の妥当性についても検討する．
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